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日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
と
は

１日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
以
下
、

「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
認
知
症
高

齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い

者
等
の
う
ち
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
利
用
者
と
の
契
約
に

基
づ
き
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、

日
常
的
金
銭
管
理
を
行
う
事
業
で
す
。

本
事
業
創
設
の
背
景
に
は
、
社
会

福
祉
法
や
介
護
保
険
法
の
施
行
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
は
行
政
の
措
置
に
よ
っ
て
い
た
も

の
が
、
個
人
の
自
己
決
定
を
尊
重
す

る
観
点
か
ら
、
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
契
約

す
る
形
態
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
は
自
己
の
能
力
で
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提 日

常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

特
集

供
者
と
契
約
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
か
ら
そ
う
し
た
方
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
平
成
11
年
10
月
に
「
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
（
旧
名
称
）」
と

し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

２本
事
業
の
援
助
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
を
基
本
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
書

類
等
預
り
サ
ー
ビ
ス
の
２
つ
の
追
加

サ
ー
ビ
ス
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
助

言
や
、
そ
の
手
続
き
の
お
手
伝
い
を

行
い
ま
す
。

日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
日
常
生
活
に
必
要
な
預
貯
金
の

払
い
戻
し
、
預
入
れ
、
各
種
支
払
い

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

書
類
等
預
り
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
帳

や
保
険
証
券
、
年
金
証
書
等
の
大
切

な
書
類
を
貸
金
庫
等
で
保
管
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

実
施
方
式

３三
重
県
で
は
、
実
施
主
体
で
あ
る

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
本
事

業
の
利
用
相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
関
す
る
援
助
や
日
常
的
金
銭

管
理
等
の
業
務
を
県
内
14
市
15
町
の

市
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
市

町
社
協
」
と
い
う
。）
へ
委
託
し
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
を
委
託
し
て
い
る
市
町
社
協

で
雇
用
さ
れ
る
専
門
員
、
生
活
支
援

員
、
推
進
員
（
一
部
）
が
予
め
定
め

た
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
支
援
が
行

わ
れ
ま
す
。

日常生活自立支援センター　一覧表
No. センター名 担当地域 No. センター名 担当地域 No. センター名 担当地域
1 桑　名 桑名市 11 津 津市 21 志　摩 志摩市
2 木曽岬 木曽岬町 12 松　阪 松阪市 22 南伊勢 南伊勢町
3 東　員 東員町 13 めいわ 明和町 23 い　が 伊賀市
4 いなべ いなべ市 14 大　台 大台町 24 なばり 名張市
5 四日市 四日市市 15 多　気 多気町 25 おわせ 尾鷲市
6 朝　日 朝日町 16 伊　勢 伊勢市 26 きほく 紀北町
7 川　越 川越町 17 玉　城 玉城町 27 熊　野 熊野市
8 菰　野 菰野町 18 度　会 度会町 28 御　浜 御浜町
9 鈴　鹿 鈴鹿市 19 大　紀 大紀町 29 きほう 紀宝町
10 亀　山 亀山市 20 鳥　羽 鳥羽市
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利
用
料
に
つ
い
て

４本
事
業
の
利
用
に
は
利
用
料
が

必
要
で
す
。

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
お

よ
び
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
利
用
料

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
非

課
税
の
利
用
者
の
場
合
、
所
得
の

状
況
に
よ
っ
て
利
用
料
が
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
実
利
用
者
の

傾
向
と
課
題
に
つ
い
て

５三
重
県
内
の
実
利
用
者
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
末
時
点
で

実
利
用
者
数
は
１
，
８
１
７
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
内
訳
と
し
て
は
、
認
知

症
高
齢
者
区
分
が
６
２
０
人
、
知
的
障

害
者
区
分
が
４
９
１
人
、
精
神
障
害
者

区
分
が
６
２
６
人
、
そ
の
他
区
分
が
80

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
末

時
点
で
、
こ
れ
ま
で
最
多
で
あ
っ
た
認

知
症
高
齢
者
区
分
の
利
用
者
数
を
精
神

障
害
者
区
分
の
利
用
者
数
が
上
回
り
ま

し
た
。
新
規
契
約
は
認
知
症
高
齢
者
区

分
が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

死
亡
解
約
や
成
年
後
見
制
度
へ
の
移
行

等
、
解
約
に
至
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め

認
知
症
高
齢
者
の
割
合
が
減
少
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
新
規
の

契
約
件
数
は
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
実
利

用
者
数
の
伸
び
も
鈍
化
し
て
い
る
も
の

の
、
今
後
は
認
知
症
高
齢
者
の
人
数
は

増
加
し
て
い
く
と
と
も
に
、
困
難
事
例

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

専
門
員
、
生
活
支
援
員
の
人
員
確
保
や

質
の
向
上
と
い
っ
た
事
業
の
実
施
体
制

の
さ
ら
な
る
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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三重県の実利用者数の推移

その他

精神障害者

知的障害者

認知症高齢者

三重県の実利用者数の推移

援助の内容 利用料

① 福祉サービスの利用援助
1 回（1 時間程度）

1,200 円
② 日常的金銭管理サービス

③ 書類等預かりサービス 年間 3,000 円
（250 円 / 月）
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県
域
に
お
け
る
成
年

後
見
制
度
に
関
す
る

取
り
組
み

６日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
は
対

応
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
を
支
援
す
る
制
度
と

し
て
成
年
後
見
制
度
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不

法定後見制度の 3 種類
No. 補　助 保　佐 後　見

対象となる方 判断能力が
不十分な方

判断能力が
著しく不十
分な方

判断能力が
全くない方

成年後見人
等が同意又
は取り消す
ことが出来
る行為

（※ 1）

申立てによ
り裁判所が
定める行為

（※ 2）

借 金、 相 続
の承認など、
民 法 13 条
1 項 記 載 の
行為のほか、
申立てによ
り裁判所が
定める行為

原則として
すべての法
律行為

成年後見人
等が代理す
ることがで
きる行為

（※ 3）

申立てによ
り裁判所が
定める行為

申立てによ
り裁判所が
定める行為

原則として
すべての法
律行為

※１ 成年後見人等が取り消すことができる行為には、日常生活に
関する行為（日用品の購入など）は含まれません。

※２ 民法 13 条 1 項記載の行為（借金、相続の承認や放棄、訴訟
行為、新築や増改築など）の一部に限ります。

※３ ご本人の居住用不動産の処分については、家庭裁判所の許可
が必要となります。

※ 保佐制度及び後見制度の利用により、ご本人が一定の資格や
地位を失う場合があります。

※ 補助開始の審判、補助人に同意権・代理権を与える審判、保
佐人に代理権を与える審判をする場合には、ご本人の同意が
必要です。

十
分
な
方
の
権
利
を
守
る
援
助
者

（
成
年
後
見
人
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後

見
制
度
の
ほ
か
に
任
意
後
見
制
度

も
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
を
支
援
す
る
制
度
で

す
が
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
本
会
が
取
り
組
ん
で
る
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

成
年
後
見
推
進
に
向
け
た

課
題
解
決
会
議
の
開
催

本
会
で
は
、
県
域
で
の
情
報
の
積

み
上
げ
や
、
成
年
後
見
推
進
に
向
け

て
県
域
で
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
成
年
後
見
推
進
に
向
け
た
課
題
解
決

会
議
（
以
下
、「
課
題
解
決
会
議
」
と

い
う
。）」
を
設
置
し
平
成
28
年
度
か

ら
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
桑
名
市
・
四

日
市
市
・
鈴
鹿
市
・
津
市
・
伊
賀
市
、

伊
勢
市
の
社
協
の
担
当
職
員
で
す
。

ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

皇
學
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部
教

授
の
鵜
沼
憲
晴
氏
に
も
御
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
会
議
で
は
「
成
年
後
見

に
か
か
る
基
礎
研
修
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

会
場
を
津
会
場
と
伊
勢
会
場
の
２
か

所
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
好
評
で
あ
っ
た
、
申
立
書
の

書
き
方
の
演
習
も
引
き
続
き
採
り
入

れ
ま
し
た
。

利
用
促
進
法
の
施
行
を
受
け
て

平
成
28
年
５
月
に
成
年
後
見
利

用
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
を

受
け
て
国
は
平
成
29
年
３
月
に
「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
市
町
は
国
の
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、
市
町
に
お
け
る
基
本
計
画

を
定
め
る
こ
と
と
、
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
お
よ
び
中
核
機

関
を
設
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
町
社
協
は
、
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
積
極
的
な
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
中
核
機

関
の
受
託
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
県
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
、
弁
護
士
会
、

司
法
書
士
会
、
社
会
福
祉
士
会
、

市
町
社
協
等
、
関
係
機
関
を
交
え

た
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
中
核

機
関
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
、
課
題
解
決
会
議
等
の
取
り

組
み
を
通
じ
、
県
内
の
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
の
一
助
と
な
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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津
市
育
生
地
区
の
概
要

津
市
育
生
地
区
は
、
旧
津
市
の
中

央
部
東
側
に
位
置
し
、「
阿
漕
平
治
」

の
物
語
で
有
名
な
阿
漕
浦
海
岸
に
面

し
た
地
域
で
す
。
地
区
の
人
口
は
約

８
，
５
０
０
人
、
65
歳
以
上
の
人
口

は
約
２
，
８
０
０
人
、
高
齢
化
率
は

約
33
％
で
す
。
地
域
住
民
に
よ
る
海

岸
清
掃
や
運
動
会
の
ほ
か
、特
に
小
・

中
学
校
と
連
携
し
地
域
の
子
ど
も
を

地
域
全
体
で
見
守
ろ
う
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

活
動
の
き
っ
か
け

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
な
ど
に
よ
る

地
域
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い

く
っ
こ
応
援
隊
が
、
朝
の
交
通
安
全

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
中
で
、朝
食
を
食
べ
て
お
ら
ず
、

体
調
が
優
れ
な
い
生
徒
が
登
校
し
て

い
る
現
状
を
目
に
し
、
支
援
を
し
た

い
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
、
主
任
児
童
委
員

や
教
員
な
ど
の
方
々
と
何
度
も
会
議

を
開
き
、
地
区
で
で
き
る
支
援
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
子
ど
も
食

堂
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
で
、

貧
困
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
て
ほ
し
く

な
か
っ
た
の
で
、
育
生
地
区
の
子
ど

も
の
た
め
の
サ
ロ
ン
「
い
く
っ
こ
・

さ
ろ
ん
」
と
名
付
け
ら
れ
、
平
成
29

年
２
月
４
日
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

活
動
内
容

い
く
っ
こ
・
さ
ろ
ん
は
、
月
１

回
、
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て
お

り
、
誕
生
月
の
子
ど
も
た
ち
の
誕

生
会
を
し
た
り
、
そ
の
日
の
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
た
遊
び
を
し
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
料
理
を
食
べ
る
と

い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
、
季
節
に
合
わ
せ

た
料
理
や
ひ
な
祭
り
、
お
月
見
な

ど
の
行
事
を
経
験
し
て
も
ら
い
、

文
化
を
継
承
で
き
る
よ
う
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
季
節
感
を
出
す
こ

と
が
難
し
い
月
に
は
、
消
防
士
や

警
察
官
の
協
力
を
得
て
、
消
防
車

や
パ
ト
カ
ー
を
展
示
し
、
お
話
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

中
学
校
や
高
校
に
進
学
す
る
と
参

加
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
進
学
後

も
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
る
子
ど
も
も
い
ま

す
。
い
く
っ
こ
・
さ
ろ
ん
で
は
子
ど

も
た
ち
は
自
分
た
ち
で
決
め
た
ル
ー

ル
に
沿
っ
て
行
動
し
て
お
り
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
ル
ー
ル
策
定
の
中

心
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
主
な

決
ま
り
ご
と
と
し
て
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー

ム
機
で
遊
ば
な
い
こ
と
、
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
電
子
機
器
に

頼
ら
な
い
本
来
の
遊
び
に
か
え
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
食
中
毒
の
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
で
す
。

ま
た
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
心

で
す
。
何
か
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を

当
た
り
前
と
考
え
ず
に
、
感
謝
を
忘

れ
な
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
サ
ロ
ン
に
来
た
子
ど
も

た
ち
に
最
低
で
も
３
回
は
「
あ
り
が

と
う
」
を
言
う
よ
う
に
心
が
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

代
表
者
の
想
い

今
後
の
展
望
と
し
て
、
ず
っ
と
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い

が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
は
１
回
あ
た

り
約
１
４
０
人
に
ま
で
増
加
し
て
お

り
、
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
こ
と

が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
、
そ
の
中
か
ら
後
継
者
が
出
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
全
体
で
、
住
民
が
主
体
と
な

り
互
い
に
支
え
合
う
「
小
地
域
福

祉
活
動
」を
紹
介
し
ま
す
。今
回
は
、

津
市
育
生
地
区
に
お
け
る
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

ここ
んん

なな
んん

やや
っ
と
ん

っ
と
ん

にに

小
地
域
福
祉
活
動

小
地
域
福
祉
活
動

連
　
載

vol.vol.55

ここ
んん

なな
んん

やや
っ
と
ん

っ
と
ん

にに

ここ
んん

なな
んん

やや
っ
と
ん

っ
と
ん

にに

い
く
っ
こ
・
さ
ろ
ん

津
市
育
生
地
区

▼代表の清水さん

▲

サ
ロ
ン
の
様
子

▼

サロンのスタッフの方々
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連　載

ふ
く
し

ふ
く
し
のの

職
場

取
りり

組
みみ

宣
言
宣
言

「働き方改革」として長時間労働の是正や多様な働き方が求められる中、三重県内の福祉の現
場においても、働きやすい職場環境づくりに向けて人材育成や環境改善など様々な取り組みがな
されています。本連載では、そのような取り組みを行っている福祉施設（法人）を紹介します。

 取り組み宣言　　働き方を改善して、仕事と家庭の両立を図る。

第 5 回　社会福祉法人　鈴鹿福祉会

き
っ
か
け

我
が
法
人
の
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
む
組
織
風
土
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
の
増
加
・
介

護
人
材
の
減
少
と
い
う
課
題
に
対

応
す
べ
く
、
ま
ず
は
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
（
ハ
ル
）」
を
導
入

し
ま
し
た
。
平
成
28
年
２
月
か
ら

デ
モ
を
行
い
、
翌
年
本
格
的
に
導

入
し
ま
し
た
。

導
入
に
向
け
て
、
ま
ず
は
理
事
長

と
幹
部
職
員
で
話
し
合
い
を
進
め
る

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
職
員
と

と
も
に
す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る
施

設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

ロ
ボ
ッ
ト
は
現
在
５
機
種
を
使

用
し
て
お
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
分

け
て
導
入
し
て
い
ま
す
。
使
っ
て

い
く
う
ち
に
出
て
き
た
不
具
合
な

ど
は
、
メ
ー
カ
ー
に
伝
え
て
改
良

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
と
同
時
期
に
導
入
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
事
務
作
業
の
効
率
化

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
用
い
た
介
護
記
録
や
リ
ス
ト

バ
ン
ド
管
理
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
デ
ー
タ
の
送
受
信
は
記
録
時
間

を
大
幅
に
短
縮
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
導

入
し
た
イ
ン
カ
ム
（
無
線
機
器
）

は
仕
事
を
効
率
化
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
職
員
に
安
心
感
を
与
え
る
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

導
入
後
の
変
化

新
し
い
こ
と
へ
の
取
り
組
み
が

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま
で

も
道
具
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
職
員
が

こ
の
道
具
を
ど
う
使
い
こ
な
す
の

か
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、

プ
ロ
と
し
て
使
い
こ
な
し
て
い
く

工
夫
を
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
考
え

て
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
精
神
的
・

身
体
的
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

職
場
体
験
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
部
分
で
は
見
守
り
支

援
と
介
護
記
録
を
自
動
記
録
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
基
盤
は
徐
々
に
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
て

い
く
中
で
こ
れ
か
ら
は
人
手
に
頼

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
で

は
今
後
施
設
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
高
齢
者
の
方
が
自
宅
で
健

康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
の
方
の
「
予
防
と
健

康
づ
く
り
」
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

社会福祉法人　鈴鹿福祉会では、ICT やロボットの導入によりスタッフの負担軽減、サー
ビスの向上を実現させています。今回は、常務理事　五十部 綾子さん、同法人施設長　服
部 昭博さんにお話を伺いました。

法 　 人 　 名　社会福祉法人 鈴鹿福祉会
本 部 住 所　〒 519-0321　鈴鹿市深溝町 2956 番地
ホームページ　https://suzuka-greenhome.jp/ こちらのＱＲコードからご覧いただけますこちらのＱＲコードからご覧いただけます

▲ ICT について説明される
　服部施設長

▼介護ロボットパロと
　五十部常務理事

▲ HAL の使い方を
　教えていただきました
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iinformationnformation
井村屋株式会社様から県内93社会福祉施設へ
「肉まん・あんまん」をご寄贈いただきました

　井村屋株式会社様から、三重県社会福祉協議会を通じて県内
93 社会福祉施設に対して、肉まん 200 箱・あんまん 200 箱（合
計 9,600 個）をご寄贈いただきました。
　寒い季節に温かい商品で年を越してもらおうと平成 20 年度か
らご寄贈いただいております。
　寄贈先施設代表として、みどり自由学園様が受取りました。
　本年度もありがとうございました。

第一生命労働組合三重支部様から
「車いす 11台」をご寄贈いただきました

　第一生命労働組合三重支部様から、三重県社会福祉協議会を
通じて県内社会福祉施設に対して車いすを 11 台ご寄贈いただ
きました。
　平成 24 年度から毎年ご寄贈いただいております。
　寄贈先施設代表である総合福祉施設かすみの里にて、支部員
の方々がサンタなどに扮装して、クリスマスソング等も披露し
ていただきました。
　本年度もありがとうございました。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

Ａプラン Ｂプラン

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

タイプ
プラン

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成31年度

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）
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ありがとうメッセージありがとうメッセージ
心も一緒に届いています心も一緒に届いています

川越町社会福祉協議会 ( 餅つき大会 )

三重難病連

平成 29 年度一般配分

75 歳以上のひとり暮らしの方々を対象に交流会を開催
お寄せいただいた募金を活用し、ひとり暮ら

しの高齢者の方々の外出する機会として、餅つ
き大会を開催しました。この交流会では、餅つ
きの他にゲームや体操などレクリエーションも
楽しんでいただき、民生委員やボランティア、
社協職員とふれあうことで、地域とのつながり
を実感していただくこと目指しています。

参加された方同士、地域の民生委員やボラン
ティアとの交流を通じて笑顔あふれる時間を過
ごすことができました。

看護学生を対象としたサマースクールや難病相談員の
スキルアップ、会報の発行

この度、平成 30 年度の看護学生を対象としたサマースクール事業や難病相談
員のスキルアップ事業、会報「三重なんれん」発行事業に助成していただき、感
謝しています。

サマースクールに参加してされた看護学
生の方からは「また参加したい」との声を
多くいただきました。また、難病相談員の
スキルアップ事業では研修後に毎回、たく
さんの質問が出ました。会報「三重なんれ
ん」は三重県内の関係機関に配布をしてお
り、三重県難病相談支援センターへ来所し
ていただいた方へお渡ししています。本当
にありがとうございました。

平成 29 年度 一般配分


